
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ガスエンジンを駆動源とする圧縮機で冷媒を循環させて冷凍サイクルを形成し、前記ガス
エンジンより排出された廃熱をエンジン冷却水に回収すると共に、該エンジン冷却水によ
って冷媒を加熱して暖房能力を増すように構成されたガスヒートポンプ式空気調和装置に
おいて、

前記エンジン冷却水と前記冷媒との熱交換を行う
ことを特徴とするガスヒートポンプ式空気調和装置。

【請求項２】
室内熱交換器への冷媒の導

入を断ち、室外熱交換器において外気に放熱することで該室外熱交換器の霜除去を行った
冷媒を、前記エンジン冷却水と前記冷媒との熱交換を行う水熱交換器にすべて導入し、該
水熱交換器に導入された冷媒を前記エンジン冷却水によって加熱することを特徴とするガ
スヒートポンプ式空気調和装置。
【請求項３】

室内熱交換器への冷媒の導
入量を制限し、室外熱交換器において外気に放熱することで該室外熱交換器の霜除去を行
った冷媒の一部を、前記エンジン冷却水と前記冷媒との熱交換を行う水熱交換器に導入し
、該水熱交換器に導入された冷媒を前記エンジン冷却水によって加熱することを特徴とす
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室内熱交換器と室外熱交換器とを接続する冷媒配管から分岐して四方弁を介さずに圧縮機
と接続される冷媒流路を設け、 水熱交換
器を前記冷媒流路に配設した

 請求項１記載のガスヒートポンプ式空気調和装置において、

請求項１に記載のガスヒートポンプ式空気調和装置において、



るガスヒートポンプ式空気調和装置。
【請求項４】

室外熱交換器において外
気に放熱することで該室外熱交換器の霜除去を行った冷媒の一部を、前記エンジン冷却水
と前記冷媒との熱交換を行う水熱交換器に導入し、該水熱交換器に導入された冷媒を前記
エンジン冷却水によって加熱することを特徴とするガスヒートポンプ式空気調和装置。
【請求項５】
請求項１ないし４のいずれか記載のガスヒートポンプ式空気調和装置において、冷房運転
時に前記水熱交換器への冷媒の流入を阻止する弁機構が設けられていることを特徴とする
ガスヒートポンプ式空気調和装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ガスエンジンを駆動源として冷媒循環用の圧縮機を駆動するガスヒートポンプ
式空気調和装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ヒートポンプを利用して冷暖房等の空調運転を行う空気調和装置は、室内熱交換器、圧縮
機、室外熱交換器、絞り機構等の要素を含む冷媒回路を備えている。室内の冷暖房は、冷
媒がこの回路を巡る途中で、室内熱交換器および室外熱交換器において室内の空気（以下
「室内気」と呼ぶ）および外気とそれぞれ熱の交換を行うことによって実現される。また
、この冷媒回路には、室外熱交換器による冷媒の熱の受取り（暖房運転時）のみに頼るの
ではなく、エンジン排熱を冷媒の加熱に利用する熱交換器が設置される。
【０００３】
ところで、近年、上述した冷媒回路中に設けられる圧縮機の動力源として、通常使用され
ている電動機に代わり、ガスエンジンを利用するものが開発されている。このガスエンジ
ンを利用した空気調和装置は、一般にガスヒートポンプ式空気調和装置（以下「ＧＨＰ」
と略す）と呼ばれている。このＧＨＰによれば、比較的安価である都市ガス等を燃料とし
て利用できるため、電動機を利用した圧縮機を備えている空気調和装置（以下「ＥＨＰ」
と略す）のように、ランニングコストがかさむということがなく、消費者にとってコスト
ダウンが可能となる。
【０００４】
また、ＧＨＰにおいては、たとえば暖房運転時に、ガスエンジンから排出される高温の排
気ガスやエンジン冷却水の熱（いわゆる廃熱）を冷媒の加熱源として利用すれば、優れた
暖房効果を得ることが可能になるとともに、ＥＨＰに比してエネルギの利用効率を高める
ことができる。ちなみに、この場合において、ＧＨＰのエネルギ利用効率は、ＥＨＰと比
較して１．２～１．５倍ほど高くなる。
【０００５】
従来のＧＨＰの構造の一例を図４に示す。本発明に係るＧＨＰと重複する構成要素につい
ては後述の実施の形態に譲るとして、従来のＧＨＰにおいては、水熱交換器１３が、電子
膨張弁１ｂ、操作弁２１、レシーバ１５を介して室内熱交換器１ａと室外熱交換器１２と
を接続する冷媒配管２から分岐する冷媒配管１０１に設けられており、この冷媒配管２ａ
は、室外熱交換器１２と四方弁１８とを接続する冷媒配管２に合流するように接続されて
いる。つまり、室外熱交換器１２と水熱交換器１３とが並列に接続されている。
【０００６】
また、従来のＧＨＰでは、冷房運転時に室外熱交換器１２から水熱交換器１３へ冷媒が流
れ込まないように、水熱交換器１３の下流側の冷媒配管１０１に逆止弁１０２を設けてい
る。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
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 請求項１に記載のガスヒートポンプ式空気調和装置において、



上述した従来のＧＨＰは、水熱交換器１３を備えるためにＥＨＰと比較して冷媒回路が複
雑で、冷媒配管中の圧力損失も大きい。圧力損失が大きいと冷媒の循環が妨げられて冷媒
回路の働きが鈍り、特に水熱交換器１３を使用する暖房運転の能力や暖房効率が伸び悩む
といった問題がある。また、従来のＧＨＰでは、逆止弁１０２により冷房運転時における
水熱交換器１３への冷媒の導入を阻止する構造となっているから、冷房運転時と基本的に
同じ冷凍サイクルを辿るデフロスト運転時において、水熱交換器１３で回収したエンジン
冷却水の廃熱を利用することができない。
【０００８】
本発明は、上記の事情に鑑みてなされたもので、冷媒回路を構成する冷媒配管中の圧力損
失を少しでも小さくして、空調能力の向上を図ることを目的とするものである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
本発明は、上記課題を解決するため、以下の手段を採用した。
請求項１記載のガスヒートポンプ式空気調和装置は、ガスエンジンを駆動源とする圧縮機
で冷媒を循環させて冷凍サイクルを形成し、前記ガスエンジンより排出された廃熱をエン
ジン冷却水に回収すると共に、該エンジン冷却水によって冷媒を加熱して暖房能力を増す
ように構成されたガスヒートポンプ式空気調和装置において、

前記エンジン冷却水と前記冷媒との熱交換を行う
ことを特徴とする。

【００１０】
請求項２記載のガスヒートポンプ式空気調和装置は、

室内熱交換器への冷媒の導入を断ち、室外熱交換器において外気
に放熱することで該室外熱交換器の霜除去を行った冷媒を、前記エンジン冷却水と前記冷
媒との熱交換を行う水熱交換器にすべて導入し、該水熱交換器に導入された冷媒を前記エ
ンジン冷却水によって加熱することを特徴とする。
【００１１】
請求項３記載のガスヒートポンプ式空気調和装置は、

室内熱交換器への冷媒の導入量を制限し、室外熱交換器において
外気に放熱することで該室外熱交換器の霜除去を行った冷媒の一部を、前記エンジン冷却
水と前記冷媒との熱交換を行う水熱交換器に導入し、該水熱交換器に導入された冷媒を前
記エンジン冷却水によって加熱することを特徴とする。
【００１２】
請求項４記載のガスヒートポンプ式空気調和装置は、

室外熱交換器において外気に放熱することで該室外熱交換器の霜
除去を行った冷媒の一部を、前記エンジン冷却水と前記冷媒との熱交換を行う水熱交換器
に導入し、該水熱交換器に導入された冷媒を前記エンジン冷却水によって加熱することを
特徴とする。
【００１３】
請求項５記載のガスヒートポンプ式空気調和装置は、請求項１ないし４のいずれか記載の
ガスヒートポンプ式空気調和装置において、
冷房運転時に前記水熱交換器への冷媒の流入を阻止する弁機構が設けられていることを特
徴とする。
【００１４】
本発明においては、水熱交換器において加熱された冷媒を、四方弁を介さずに圧縮機に導
入することにより、従来に比べて圧力損失が小さくなる。これにより、暖房運転時におい
ては暖房能力ならびに暖房効率の向上が図れる。デフロスト運転時においては霜除去に伴
う室内空調の停止時間が短縮される。
【００１５】
本発明においては、室外熱交換器において外気に放熱することで該室外熱交換器の霜除去
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　室内熱交換器と室外熱交換器とを接続する冷媒配管から分岐して四方弁を介さずに圧縮
機と接続される冷媒流路を設け、 水熱交
換器を前記冷媒流路に配設した

請求項１記載のガスヒートポンプ式
空気調和装置において、

請求項１記載のガスヒートポンプ式
空気調和装置において、

請求項１記載のガスヒートポンプ式
空気調和装置において、



を行った冷媒のすべて、またはその一部を水熱交換器に導入し、該水熱交換器に導入され
た冷媒をエンジン冷却水によって加熱することにより、エンジン冷却水の廃熱を利用して
霜除去動作を行う。
【００１６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明に係るガスヒートポンプ式空気調和装置（以下「ＧＨＰ」）の一実施形態を
図面に基づいて説明する。
［第１の実施形態］
図１は、本発明に係る第１の実施形態として、ＧＨＰの全体構成例（暖房運転時）を示す
系統図であり、大きくは室内ユニット１と、ガスエンジン駆動の圧縮機等を備えた室外ユ
ニット１０とを具備して構成されている。なお、１台または複数台設置される室内ユニッ
ト１と室外ユニット１０との間は、冷媒配管２によって冷媒の循環が可能に接続されてい
る。
【００１７】
室内ユニット１は、冷房運転時に低温低圧の液冷媒を蒸発気化させて室内の空気（室内気
）から熱を奪うエバポレータとして機能し、暖房運転時に高温高圧のガス冷媒を凝縮液化
させて室内の空気を暖めるコンデンサとして機能する室内熱交換器１ａを備えている。な
お、図示の例では、各室内熱交換器１ａ毎に電子膨張弁（弁機構）１ｂが設けられている
。
【００１８】
室外ユニット１０は、その内部において、二つの大きな構成部分に分割される。
第１の構成部分は、圧縮機や室外熱交換器などの機器を中心として室内ユニット１と共に
冷媒回路を形成する部分であり、以後「冷媒回路部」と呼ぶことにする。また、第２の構
成部分は、圧縮機駆動用のガスエンジンを中心として、これに付随する機器を備えた部分
であり、以後「ガスエンジン部」と呼ぶことにする。
【００１９】
冷媒回路部内には、圧縮機１１、室外熱交換器１２、水熱交換器１３、アキュムレータ１
４、レシーバ１５、オイルセパレータ１６、絞り機構１７、四方弁１８、電磁弁１９、逆
止弁２０、操作弁２１等が具備されており、それぞれが冷媒配管２で接続されている。
【００２０】
圧縮機１１は、後述するガスエンジンＧＥを駆動源として運転され、室内熱交換器１ａま
たは室外熱交換器１２のいずれかより吸入される低温低圧のガス冷媒を圧縮し、高温高圧
のガス冷媒として吐出する。これにより冷房運転時には、外気温が高い場合でも、冷媒は
室外熱交換器１２を通して外気に放熱することが可能となる。また、暖房運転時には、室
内熱交換器１ａを通して室内気に熱を与えることが可能となる。
【００２１】
室外熱交換器１２は、冷房運転時に高温高圧のガス冷媒を凝縮液化させて外気に放熱する
コンデンサとして機能し、逆に暖房運転時には低温低圧の液冷媒を蒸発気化させて外気か
ら熱を奪うエバポレータとして機能する。つまり、冷暖房それぞれの運転時において、室
外熱交換器１２は、先の室内熱交換器１ａとは逆の働きを行うことになる。
【００２２】
水熱交換器１３は、後述するガスエンジンＧＥのエンジン冷却水から冷媒に熱を回収させ
るために設けられている。すなわち、暖房運転時において、冷媒は室外熱交換器１２にお
ける熱交換のみに頼るのではなく、ガスエンジンＧＥのエンジン冷却水からも廃熱を回収
することになるため、暖房運転の効果をより高めることが可能となる。
【００２３】
水熱交換器１３は、電子膨張弁１ｂ、操作弁２１、レシーバ１５を介して室内熱交換器１
ａと室外熱交換器１２とを接続する冷媒配管２から分岐する冷媒配管（冷媒流路）２ａに
設けられている。水熱交換器１３を経た冷媒配管２ａは、四方弁１８を介さず、アキュム
レータ１４を介して圧縮機１１に接続されている。
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【００２４】
冷媒配管２ａとの分岐部分と室外熱交換器１２との間に配設された冷媒配管２には、室外
熱交換器１２への冷媒の導入を断続する電磁弁２３が設けられている。また、冷媒配管２
との分岐部分と水熱交換器１３との間に配設された冷媒配管２ａには、水熱交換器１３へ
の冷媒の導入を断続する電磁弁２４が設けられている。
【００２５】
アキュムレータ１４は、圧縮機１１に流入するガス冷媒に含まれる液相成分を貯留するた
めに設けられている。
レシーバ１５は、コンデンサとして機能する熱交換器で液化した冷媒を気液分離し、冷凍
サイクル中の余剰冷媒を液として蓄えるために設けられている。
オイルセパレータ１６は、冷媒中に含まれる油分を分離して圧縮機１１に戻すために設け
られたものである。
【００２６】
絞り機構１７は、凝縮された高温高圧の液冷媒を減圧、膨張させて低温低圧の液冷媒とす
るためのものである。図示の例では、絞り機構１７として、温度式膨張弁１７ａとキャピ
ラリーチューブ１７ｂとを組み合わせたものが使用されている。
【００２７】
四方弁１８は、冷媒配管２に設けられて冷媒の流路や流れ方向を選択切り換えするもので
ある。この四方弁１８には４つのポートＤ，Ｃ，Ｓ，Ｅが設けられており、ポートＤは圧
縮機１１の吐出側と、ポートＣは室外熱交換器１２と、ポートＳは圧縮機１１の吸入側と
、そしてポートＥは室内熱交換器１ａと、それぞれ冷媒配管２で接続されている。
【００２８】
一方、ガスエンジン部には、ガスエンジンＧＥを中心として、冷却水系３０および燃料吸
入系６０の他、図示省略の排気ガス系やエンジンオイル系が具備されている。
ガスエンジンＧＥは、冷媒回路部内に設置されている圧縮機１１とシャフトまたはベルト
等により接続されており、ガスエンジンＧＥから圧縮機１１に駆動力が伝達されるように
なっている。
【００２９】
冷却水系３０は、水ポンプ３１、リザーバタンク３２、ラジエータ３３などを備え、これ
らを配管により接続して構成される回路（破線で表示）を巡るエンジン冷却水によって、
ガスエンジンＧＥを冷却するための系である。水ポンプ３１は、ガスエンジンＧＥの冷却
水を回路に循環させるために設けられている。リザーバタンク３２は、この回路を流れる
冷却水において、その余剰分を一時貯蔵しておく、あるいは冷却水が回路に不足した場合
にそれを供給するためのものである。ラジエータ３３は、室外熱交換器１２と一体的に構
成されたものであって、エンジン冷却水がガスエンジンＧＥから奪った熱を外気に放出す
るために設けられている。
【００３０】
冷却水系３０には、上記した構成の他に排気ガス熱交換器（排ガス熱交）３４が設けられ
ている。これは、ガスエンジンＧＥより排出される排気ガスの熱を、エンジン冷却水に回
収するためのものである。また、冷却水系３０には先に説明した水熱交換器１３が備えら
れ、冷媒回路部および冷却水系３０の両系に跨るように配置されている。これらのことか
ら、暖房運転時には、エンジン冷却水はガスエンジンＧＥから熱を奪うだけでなく排気ガ
スからも熱を回収し、かつその回収された熱が、エンジン冷却水より水熱交換器１３を通
して冷媒に与えられる仕組みになっている。
なお、冷却水系３０におけるエンジン冷却水の流量制御は、２箇所に設けられた流量制御
弁３５Ａ，３５Ｂにより行われる。
【００３１】
燃料吸入系６０は、ガスレギュレータ６１、ガス電磁弁６２、ガス接続口６３などを備え
、ガスエンジンＧＥに液化天然ガス（ＬＮＧ）等の都市ガスをガス燃料として供給するた
めの系である。ガスレギュレータ６１は、ガス電磁弁６２およびガス接続口６３を介して
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外部から供給されるガス燃料の送出圧力を調整するために設けられている。このガスレギ
ュレータ６１で圧力調整されたガス燃料は、図示省略の吸気口から吸入された空気と混合
された後、ガスエンジンＧＥの燃焼室に供給される仕組みになっている。
【００３２】
以下では、上記の構成となるＧＨＰについて、室内を冷暖房するそれぞれの運転時につい
て、冷媒やエンジン冷却水等の流れとともにその作用を説明する。
最初に、図１に基づいて暖房運転時について説明する。なお、各弁類の開閉状態は黒塗り
で図示した弁類が閉であり、冷媒およびエンジン冷却水の流れ方向が矢印で示されている
。
暖房運転が選択されると、冷媒回路部の四方弁１８が切り換えられ、ポートＤ／Ｅ間およ
びＣ／Ｓ間が連通し、圧縮機１１の吐出側と室内熱交換器１ａとが接続される。また、電
磁弁２３，２４はいずれも開かれ、各電子膨張弁１ｂもすべて全開となる。
【００３３】
まず、圧縮機１１より吐出された高温高圧のガス冷媒は、四方弁１８および操作弁２１を
通って室内熱交換器１ａに送られる。室内熱交換器１ａに送られたガス冷媒は室内気と熱
交換して凝縮液化される。この過程において、ガス冷媒は放熱して室内気を暖めたのち、
高温高圧の液冷媒となる。この液冷媒は、電子膨張弁１ｂ、操作弁２１およびレシーバ１
５を通過して流れ、レシーバ１５において気液分離がなされる。
レシーバ１５を出た液冷媒は冷媒配管２に導かれて分岐し、一部が電磁弁２３、絞り機構
１７を通って室外熱交換器１２へ送られ、残りは電磁弁２４、絞り機構１７を通って水熱
交換器１３へ送られる。
【００３４】
室外熱交換器１２へ送られる液冷媒は、絞り機構１７を通過する過程で減圧されて低温低
圧の液冷媒となる。室外熱交換器１２では、低温低圧の液冷媒が外気から熱を奪い、蒸発
気化して低温低圧のガス冷媒となる。このとき、ラジエータ３３に高温のエンジン冷却水
を流すことにより、エンジン廃熱を利用して液冷媒を効率よく蒸発気化させることが可能
である。
【００３５】
水熱交換器１３へ送られる液冷媒は、絞り機構１７を通過する過程で減圧されて低温低圧
の液冷媒となる。水熱交換器１３では、低温低圧の液冷媒がエンジン冷却水に加熱されて
蒸発気化し、低温低圧のガス冷媒となる。
なお、外気温度が極端に低い運転条件では、電磁弁２４を閉じて水熱交換器１３のみを作
動させることもある。
【００３６】
室外熱交換器１２を経た低温低圧のガス冷媒は、四方弁１８のポートＣからポートＳを経
てアキュムレータ１４へ導かれ、液相成分が分離されたのち圧縮機１１に吸入される。ま
た、水熱交換器１３を経た低温低圧のガス冷媒は、四方弁１８を介さずに冷媒配管２ａを
通じて直接アキュムレータ１４へ導かれる。
【００３７】
圧縮機１１に吸入されたガス冷媒は、圧縮機１１の作動により圧縮され、高温高圧のガス
冷媒となって再び室内熱交換器１ａに送られる。以降は上記の過程を繰り返して冷凍サイ
クルが実現される。
【００３８】
続いて、図２に基づいて冷房運転時における冷媒およびエンジン冷却水の流れを簡単に説
明する。
冷房運転が選択されると、四方弁１８はポートＤ／Ｃ間およびＥ／Ｓ間が連通し、圧縮機
１１の吐出側と室外熱交換器１２とが接続される。また、電磁弁２３，２４はいずれも閉
じられ、各電子膨張弁１ｂはそれぞれに対応する室内熱交換器１ａに求められる能力に応
じた適切な開度に調節される。
【００３９】
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まず、圧縮機１１より吐出された高温高圧のガス冷媒は、四方弁１８を通って室外熱交換
器１２に送られる。室外熱交換器１２に送られたガス冷媒は外気に放熱して凝縮液化し、
高温高圧の液冷媒となる。この液冷媒は電磁弁２３，２４が閉じているために逆止弁２０
を通過してレシーバ１５に導かれる。レシーバ１５で気液分離された液冷媒は、操作弁２
１を通って電子膨張弁１ｂに導かれ、この電子膨張弁１ｂを通過する過程で減圧されて低
温低圧の液冷媒となり、室内熱交換器１ａに送られる。
【００４０】
室内熱交換器１ａに送られた低温低圧の液冷媒は、室内気から熱を奪って蒸発気化する。
この過程で室内気を冷却して低温低圧のガス冷媒となり、操作弁２１および冷媒配管２を
通って四方弁１８へ導かれる。
四方弁１８に導かれた低温低圧のガス冷媒は、ポートＥからポートＳを経てアキュムレー
タ１４に流入し、ここで液相成分が分離されたのち、圧縮機１１に吸入される。圧縮機１
１に吸入されたガス冷媒は、圧縮機１１の作動により圧縮され、高温高圧のガス冷媒とな
って再び室外熱交換器１２に送られる。以降は上記の過程を繰り返して冷凍サイクルが実
現される。
【００４１】
続いて、図３に基づいてデフロスト運転時における冷媒およびエンジン冷却水の流れを簡
単に説明する。
デフロスト運転が選択されると、四方弁１８は冷房運転と同じに切り換えられる。また、
電磁弁２３は閉じられるが電磁弁２４は開かれ、各電子膨張弁１ｂはすべて全閉となる。
【００４２】
まず、圧縮機１１より吐出された高温高圧のガス冷媒は、四方弁１８を通って室外熱交換
器１２に送られる。室外熱交換器１２に送られたガス冷媒は、外気に放熱することによっ
て室内熱交換器１２に付着した霜を溶かし、自らは凝縮液化して高温高圧の液冷媒となる
。この液冷媒は、電磁弁２３および各電子膨張弁１ｂが閉じているためにすべてが電磁弁
２４、絞り機構１７を通って水熱交換器１３へ送られる。
【００４３】
水熱交換器１３へ送られる液冷媒は、絞り機構１７を通過する過程で減圧されて低温低圧
の液冷媒となる。水熱交換器１３では、低温低圧の液冷媒がエンジン冷却水に加熱されて
蒸発気化し、低温低圧のガス冷媒となる。
【００４４】
水熱交換器１３を経た低温低圧のガス冷媒は、四方弁１８を介さずに冷媒配管２ａを通じ
て直接アキュムレータ１４へ導かれ、液相成分が分離されたのち圧縮機１１に吸入される
。
【００４５】
圧縮機１１に吸入されたガス冷媒は、圧縮機１１の作動により圧縮され、高温高圧のガス
冷媒となって再び室内熱交換器１ａに送られる。以降は上記の過程を繰り返して冷凍サイ
クルが実現される。
【００４６】
上記のガスヒートポンプ式空気調和装置においては、暖房運転やデフロスト運転のモード
において、水熱交換器１３で蒸発気化した冷媒を、冷媒配管２ａを通じて四方弁１８を介
さずに圧縮機１１に導入するので、従来に比べて圧力損失を小さくすることができる。こ
れにより、暖房運転時においては、暖房能力ならびに暖房効率の向上を図ることができる
。デフロスト運転時においては、霜除去に伴う室内空調の停止時間の短縮を図ることがで
きる。
【００４７】
また、上記のガスヒートポンプ式空気調和装置によるデフロスト運転は、従来と異なり、
室内熱交換器１ａに冷えた冷媒を流さない仕組みとなっているので、デフロスト運転時に
室内熱交換器１ａが冷えない。そのため、デフロスト運転を終えて暖房運転を再開する際
、冷えた室内熱交換器１ａを暖めるために無駄な仕事をすることがない。これにより、デ
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フロスト運転再開後の暖房の立ち上がりが早く、室内空調のフィーリングがよい。
【００４８】
ところで、本実施形態においては、デフロスト運転に入る際に室内ユニット１のすべての
電子膨張弁１ｂを閉じる制御を行っているが、他の実施態様として、ａ）電子膨張弁１ｂ
についての制御は特に行わず、デフロスト運転に入る前に選択されていた暖房運転時の開
度をそのまま継続してデフロスト運転を行う、ｂ）電子膨張弁１ｂの開度を所定の開度、
例えば従来のデフロスト運転と同様の膨張弁制御によりデフロスト運転を行うことも可能
である。
【００４９】
上記ａ）の実施態様の場合、デフロスト運転の制御が簡略化されるメリットがあるが、電
子膨張弁１ｂの開度によっては室内に冷えた空気を送り込む可能性がある。上記ｂ）の実
施態様の場合、従来のデフロスト運転と同じ要領でデフロスト運転の制御を行うことがで
き、この場合も制御の簡略化が図れるが、やはり電子膨張弁１ｂが開かれていることで多
少の冷風が室内に吹き込む可能性がある。しかしながら、上記ａ）、ｂ）のいずれの実施
態様においても、冷媒の加熱をエンジン冷却水を利用して行っているので、霜除去に伴う
室内空調の停止時間を従来よりも短縮することができ、室内への冷風の供給も非常に少な
いことを特記しておく。
【００５０】
【発明の効果】
本発明のガスヒートポンプ式空気調和装置によれば、以下の効果を奏する。
（１）水熱交換器において加熱された冷媒を、四方弁を介さずに圧縮機に導入することに
より、従来に比べて圧力損失が小さくなるので、暖房運転時においては暖房能力ならびに
暖房効率を向上させることができる。また、デフロスト運転時においては霜除去に伴う室
内空調の停止時間が短縮されるので、室内空調のフィーリングが向上する。
【００５１】
（２）室外熱交換器において外気に放熱することで該室外熱交換器の霜除去を行った冷媒
のすべて、またはその一部を水熱交換器に導入し、該水熱交換器に導入された冷媒をエン
ジン冷却水によって加熱することにより、エンジン冷却水の廃熱を利用して霜除去動作を
行う。その際、室内熱交換器に冷えた冷媒を流さないので、室内熱交換器が冷えず、デフ
ロスト運転を終えて暖房運転を再開する際、冷えた室内熱交換器を暖めるために無駄な仕
事をすることがない。これにより、デフロスト運転再開後の暖房の立ち上がりが早まるの
で、室内空調のフィーリングが向上する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係るガスヒートポンプ式空気調和装置の第１の実施形態を示す構成図で
、暖房運転の状態を示している。
【図２】本発明に係るガスヒートポンプ式空気調和装置の第１の実施形態を示す構成図で
、冷房運転の状態を示している。
【図３】本発明に係るガスヒートポンプ式空気調和装置の第１の実施形態を示す構成図で
、デフロスト運転の状態を示している。
【図４】従来のガスヒートポンプ式空気調和装置を示す構成図で、暖房運転の状態を示し
ている。
【符号の説明】
１　　　室内ユニット
１ａ　　室内熱交換器
１ｂ　　電子膨張弁（弁機構）
２ａ　　冷媒配管（冷媒流路）
１０　　室外ユニット
１１　　圧縮機
１２　　室外熱交換器
１３　　水熱交換器
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１８　　四方弁
２４　　電磁弁

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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